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伊仙町HPにアクセス！
Facebook・YouTube（動画）でも、
町の情報をお伝えしています。

第60回
　伊仙町町民体育祭	 02

令和最初の町民体育祭



　

10
月
13
日
、伊
仙
町
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
第
60
回

伊
仙
町
町
民
体
育
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
、

台
風
24
号
に
よ
る
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
、中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、
今
年
は
秋

晴
れ
が
広
が
る
体
育
祭
日

和
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、

面
縄
校
区
が
５
連
覇
中
で
、

打
倒
面
縄
校
区
に
向
け
て
、

各
校
区
の
選
手
た
ち
が
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

団
体
種
目
で
、最
も
熱
く

な
る
競
技
が
綱
引
き
で
す
。

得
点
配
分
も
高
く
、総
合
成

績
を
大
き
く
左
右
す
る
種
目

の
１
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

綱
引
き
の
決
勝
戦
で
は
、

面
縄
校
区
と
犬
田
布
校
区

が
対
戦
。
面
縄
校
区
は
、
前

回
大
会
も
綱
引
き
を
制
し

て
お
り
、得
意
と
し
て
い
る

種
目
で
す
。
犬
田
布
校
区
の

選
手
と
応
援
団
は
円
陣
を

組
み
、
気
合
い
を
入
れ
て

決
勝
戦
に
臨
み
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
の
合
図
が
鳴

る
と
、
１
分
近
く
の
膠
着

状
態
が
続
き
ま
し
た
が
、

最
後
は
犬
田
布
校
区
が
粘

り
を
見
せ
、
接
戦
を
制
し

ま
し
た
。
歓
喜
乱
舞
す
る

犬
田
布
校
区
の
皆
さ
ん
。

第60回  伊仙町町民 体育祭

総合成績

優　勝 犬田布校区
準優勝 面縄校区
第 3 位 喜念校区

新記録
800ｍ走（女子フリー）

相良  奈々 2分38秒54
有山  萌 2分38秒67

1500ｍ走（男子フリー）

國島  毅 4分15秒59

継続リレー（男子）

犬田布校区 1分48秒20

百足競走（男子）

犬田布校区 19秒14

80ｍ走（50代女子）

南郷  由希子 12秒90

100ｍ走（50代男子）

四本  信仁 12秒35
直江  宏晃 12秒70

④ 選手宣誓　阿権校区　左から本田
　 奏音さん  實 啓豪さん  福島 桜さん

⑤ ゲートボールリレー ⑥ 100メートル走（小学生女子）

⑩ ハイレベルなメンバーが揃った
　 100 メートル走（50歳以上男子）

⑪ 綱引き決勝戦を前に円陣を組む
　 犬田布校区

⑮ 高校生対抗リレー ⑯ 最終種目
　 男子400メートルリレー
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今
大
会
を
象
徴
す
る
場
面

と
な
り
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
盤
以

降
は
、
得
点
差
を
広
げ
る

犬
田
布
校
区
に
対
し
、
他

の
校
区
が
追
う
展
開
と
な

り
ま
し
た
。終
盤
の
リ
レ
ー

競
技
４
種
目
で
は
、６
連
覇

を
目
指
す
面
縄
校
区
が
猛

追
し
、
勝
敗
の
行
方
は
最

終
の
結
果
発
表
ま
で
持
ち

越
さ
れ
ま
し
た
。
閉
会
式

で
成
績
発
表
が
行
わ
れ
、

犬
田
布
校
区
が
総
合
優
勝

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
種
目
に
お
い

て
、
合
計
８
つ
の
大
会
新
記

録
が
樹
立
さ
れ
、
令
和
最
初

の
町
民
体
育
祭
に
華
を
添

え
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
幼

稚
園
児
の
遊
戯
や
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
リ
レ
ー
、マ
ス
ゲ
ー
ム

な
ど
、
幅
広
い
年
代
の
皆
さ

ん
が
参
加
し
、
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
あ
る
「
集
落
一
丸
・

校
区
一
丸
町
民
総
活
躍
の

町
づ
く
り
」
に
ふ
さ
わ
し
い

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
選
手
や
応
援

に
駆
け
付
け
た
町
民
の
皆

さ
ん
、
そ
し
て
、
選
手
編
成

に
携
わ
っ
た
校
区
の
皆
さ
ん

へ
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

第60回  伊仙町町民 体育祭
特 集

① 8校区選手団による入場行進

⑦ 1500メートル走（中学生男子）

⑫ 綱引き決勝戦　犬田布校区

② 炬火ランナー　稲田 和志選手
  （面縄校区）

⑧ 1回目の中間発表
　 面縄校区がトップ

⑬ 綱引き決勝戦　面縄校区

③ 開会式で選手団の活躍を期待し、
　 メッセージを述べる大久保 町長

⑨ 何人乗れるかを競う　夢舞台

⑭ 2 回目の中間発表
　 犬田布校区を他校区が追う展開へ
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徳
之
島
三
町
と
建
設
業
協
会
、
徳
之
島
虹
の

会
、
観
光
連
盟
共
催
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、協
力
団
体
と
し
て

13
団
体
の
約
３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

清
掃
の
総
延
長
距
離
は
60
km。主
に
空
き
缶

や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
空
き
瓶
な
ど
で
し
た
が
、

な
か
に
は
タ
イ
ヤ
や
ガ
ス
レ
ン
ジ
、
扇
風
機

な
ど
の
家
電
製
品
な
ど
も
あ
り
、
回
収
し
た

ゴ
ミ
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
13
台
分
、
総
重
量
は
1.1

ト
ン
あ
り
ま
し
た
。

　

関
係
者
か
ら
は
「
当
初
の
計
画
で
は
こ
の

よ
う
な
規
模
の
清
掃
会
は
想
定
し
て
い
な

か
っ
た
。
計
画
を
進
め
て
い
く
な
か
で
賛
同

者
が
増
え
、
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
清
掃
会

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
世
界
自
然
遺
産

登
録
に
向
け
て
の
島
民
の
機
運
が
醸
成
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
感
じ
、
と
て
も
う
れ
し
い
」と
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
か
ら
は「
車
で
通
る
と
ゴ
ミ

が
落
ち
て
い
る
の
が
分
か
ら
な
い
が
、
歩
い

て
み
る
と
ゴ
ミ
の
多
さ
に
び
っ
く
り
し
た
。

未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
為
に
も
、ゴ
ミ
の
ポ
イ

捨
て
は
や
め
て
ほ
し
い
」や「
ま
た
こ
の
よ
う

な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
時
は
、
ぜ
ひ
参

加
し
た
い
」な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。道路脇に捨てられた空き缶などを回収

参加したボランティアの皆さん

軽トラックに満載された回収ゴミ

徳
之
島
全
島
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
会

09
27

　

徳
之
島
交
流
ひ
ろ
ば
「
ほ
ー
ら
い
館
」
で
、

「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症  
本
人
と
家
族
の
回
復
」

と
題
し
て
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
指
宿

竹
元
病
院
院
長
の
竹
元 

隆
洋
氏
が
講
師
を
務

め
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
よ
っ
て
、
本
人
や

家
族
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
及
ぶ
の
か
、
実
例

を
示
し
な
が
ら
、
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

竹
元
氏
は「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
陥
っ
て

し
ま
う
と
、
自
分
の
行
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
な
く
な
り
、
病
気
だ
と
な
か
な
か
自
覚

し
な
い
。
普
通
だ
と
思
っ
て
し
ま
う
。
手
足
が

震
え
た
り
、
汗
が
出
る
な
ど
の
禁
断
症
状
な
ど

が
出
て
く
る
と
、お
酒
を
止
め
ら
れ
な
い
状
況

に
陥
っ
て
し
ま
う
」と
述
べ
、
竹
元
病
院
で

取
り
組
ん
で
い
る
集
団
療
法
や
内
観
療
法
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
集
団
療
法
に
よ
り
、

正
し
く
理
解
し
て
も
ら
え
る
仲
間
を
つ
く

り
、
孤
独
や
孤
立
か
ら
開
放
さ
れ
る
こ
と
。

ま
た
、
内
観
療
法
に
よ
っ
て
自
己
の
問
題
点
を

約30名の関係者が参加しました

指宿竹元病院　竹元 隆洋 院長

アルコール関連障害についての説明

「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

本
人
と
家
族
の
回
復
」講
演
会

09
17

認
識
し
、
家
族
や
親
し
い
人
と
の
面
談
に
よ
っ

て
、
支
え
て
く
れ
た
人
々
へ
の
感
謝
と
償
い
を

感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
断
酒
活
動
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
と
語
り
ま
し
た
。
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伊
仙
町
役
場
で
、
伊
仙
町
「
暮
ら
し
の

便
利
帳
」
の
共
同
発
行
協
定
書
調
印
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」

は
、
伊
仙
町
と
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス

と
の
官
民
協
働
事
業
に
よ
り
、
来
年
１
月
に

発
行
を
予
定
し
て
お
り
、
町
内
に
全
戸
配
布

さ
れ
ま
す
。
従
来
の
行
政
情
報
に
加
え
、
医
療

機
関
な
ど
の
地
域
情
報
や
事
業
者
の
広
告
を

掲
載
し
、
実
用
性
の
高
い
便
利
帳
と
し
て
配
布

さ
れ
る
も
の
で
す
。
印
刷
発
行
に
か
か
る
経
費

に
つ
い
て
は
、
掲
載
さ
れ
る
広
告
料
の
み
で

賄
わ
れ
ま
す
。

　

サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
の
隈
元 

勝
久 

執
行
役
員

西
日
本
営
業
本
部
副
本
部
長
は
、
紙
媒
体
だ

け
で
な
く
、
電
子
書
籍
化
も
行
う
こ
と
か
ら

「
暮
ら
し
の
便
利
帳
を
通
じ
て
、
伊
仙
町
の

豊
か
な
自
然
や
特
産
品
・
観
光
分
野
を
全
国
に

発
信
し
て
い
き
、地
域
の
活
性
化
の
お
役
に

伊
仙
町「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」の

共
同
発
行
協
定
書
調
印
式

10
08

09
27

義名山近くの伊仙池　除草作業

共同発行に関する協定書に双方でサイン 暮らしの便利帳について意見交換

大久保 町長と株式会社サイネックス隈元執行役員

愛護作業　開始式

～
豊
か
な
水
と
農
地
の
適
切
な
保
全
管
理
～

伊
仙
町
土
地
改
良
施
設  

愛
護
作
業

　

伊
仙
町
土
地
改
良
施
設
に
お
け
る
愛
護
作

業
に
９
団
体
、約
90
名
が
参
加
し
、中
部
ダ
ム
、

東
部
ダ
ム
、
伊
仙
池
、
中
部
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド

な
ど
の
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。愛
護
作
業
は
、

農
地
の
適
切
な
保
全
管
理
を
目
的
に
毎
年

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。景
観
保
全
だ
け
で
な
く
、

大
雨
や
台
風
な
ど
に
よ
る
自
然
災
害
を
未
然

に
防
ぐ
こ
と
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
湿
度
が
高
く
蒸
し
暑
い
中
、

勾
配
の
あ
る
法
面
の
除
草
作
業
や
周
辺
の

側
溝
に
溜
ま
っ
て
い
る
堆
積
物
を
取
り
除
き

ま
し
た
。日
頃
か
ら
圃
場
周
辺
の
点
検
を
行
い
、

清
掃
作
業
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
農
地
の
適
切

な
管
理
に
努
め
、大
雨
に
よ
る
被
害
を
未
然
に

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

● 

徳
之
島
建
設
業
協
会

● 

大
島
支
庁
徳
之
島
事
務
所
農
村
整
備
課

● 

鹿
児
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

徳
之
島
支
部

● 

伊
仙
町
土
地
改
良
区
事
務
局

● 

南
西
糖
業（
株
）伊
仙
工
場

● 
伊
仙
中
部
緑
風
会

● 
阿
三
長
寿
ク
ラ
ブ

● 

東
部
ひ
ま
わ
り
会

● 

伊
仙
町
役
場

立
て
れ
ば
」と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
抱
負

を
語
り
ま
し
た
。
く
ら
し
の
便
利
帳
は
全
国
で

約
９
０
０
の
自
治
体
で
発
行
さ
れ
て
お
り
、

奄
美
群
島
内
で
は
３
例
目
と
な
り
ま
す
。

　

愛
護
作
業  

参
加
団
体
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小学校大運動会・中学校体育祭令和元年度

　台風による影響もあり、今年は日程の変更などもありましたが、全ての
学校で運動会・体育祭が盛大に開催されました。保護者や地域住民の
声援が聞こえてくるなか、子どもたちは全力で競技に臨み、日頃の練習
成果を思う存分発揮していました。当日の様子を写真でご紹介します。
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伊仙町長の 1 か月の主な動静を紹介いたします。

町長の動き
月日 行事 場所

9/16（月） 町内敬老会

伊仙町

17（火） 令和元年度第2回伊仙町議会定例会
（特別委員会・室内審査）

19（木） 伊仙町文化協会表敬訪問

20（金）

令和元年度第2回伊仙町議会定例会閉会
（最終本会議）

ボスニア・ヘルツェゴヴィナ大使歓迎セレモニー

21（土） ボスニア・ヘルツェゴヴィナ大使町内視察

22（日） 伊仙町・ボスニア・ヘルツェゴビナ調印式

23（月） 小学校運動会訪問

24（火） 広域連合 9月議会定例会 徳之島町

25（水） Forbes編集部来庁「JUNOALL取材」 伊仙町

26（木）
徳之島地区介護保険組合議会（本会議）

徳之島町
徳之島農業青年クラブ連絡協議会50周年記念式典

27（金） 徳之島地区消防組合定例会

伊仙町
29（日） 伊仙小学校付属幼稚園秋季大運動会

10/1（火） 令和元年度伊仙町子ども子育て支援会議

2（水） 千葉県東金市議会　行政視察

3（木） 日本エアコミューター第37期臨時株主総会 霧島市

4（金） AGF松林常務来庁「今後の新支援策の説明」
伊仙町

5（土） 幸徳保育園秋季大運動会

6（日） 関東鹿児島県人会連合会「ふるさと交流の旅」
参加者との交流会 徳之島町

7（月） 徳之島ばれいしょブランド産地推進協議会総会
及び春一番連絡協議会総会 天城町

8（火） 区長会

伊仙町
10（水） IUCN（国際自然保護連合）との意見交換

11（金） 阿権小学校生活科見学

13（日） 町民体育祭

　伊仙町の皆さんこんにちは。
地域おこし協力隊の宮出で
す。すがすがしい秋晴れの
今日この頃ですが、いかがお
過ごしでしょうか。
　地域おこし協力隊員の石垣
と工事を進めてきた、面縄の
活動拠点『コーヒーの木研究室』も皆様のご協力のおかげ
で無事に完成する事ができました。
　また、島外にて制作中の焙煎機や脱穀機、製茶機等も年明
けには海を越えて到着予定です。準備が整い次第、農園見学
や栽培、精製、焙煎教室等の体験窓口として、運営、企画、
発信を行っていきますので、宜しくお願い致します。
　ひとまず、完成記念としてコーヒーの苗木を販売させて頂き
ます。苗木を購入いただいた方は、後日、特別な方法で精製、
焙煎したデザートコーヒーを試飲して頂けますので、お気軽に
足をお運びください。場所は面縄中学校の真ん前です！
　今後のイベント予定としまして、11 月 23 日の産業祭にて
新商品のドリンクの提供を予定しておりますので楽しみにし
てください。
　それでは皆様、季節の変わり目ですので、風邪等ひかぬよう
ご自愛ください。

コーヒーの木研究室
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INFORMATION
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ

　

大
島
消
費
生
活
相
談
所

　

T
E
L

：

0
9
9
7-

5
2-

0
9
9
9

　

伊
仙
町
役
場　

未
来
創
生
課

　

T
E
L

：

8
6-

3
1
1
1
（
内
線
25
）

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

　

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き

問
題
で
す
。

　

児
童
虐
待
と
は
、身
体
的
虐
待
・
性
的
虐
待
・

ネ
グ
レ
ク
ト
・
心
理
的
虐
待
等
が
あ
り
ま
す
。

　

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
が

い
た
ら
、
ご
自
身
が
出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ

ら
、子
育
て
に
悩
む
親
が
い
た
ら
児
童
相
談
所

や
市
町
村
の
相
談
窓
口
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

児
童
相
談
所
全
国
共
通 

３
桁
ダ
イ
ヤ
ル　

１
８
９

（
い
ち
は
や
く
）
児
童
虐

待
か
も
と
思
っ
た
ら
す
ぐ

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

※
お
住
ま
い
の
地
域
の
児
童
相
談
所
に
つ
な

が
り
ま
す
。

※
一
部
の
IP
電
話
か
ら
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

★ 

申
請
書
が
届
い
て
い
る
方
は
、
早
め
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

★ 

審
査
の
後
、
購
入
引
換
券
を
自
宅
へ
お
届

け
し
ま
す
。

★ 

商
品
券
は
10
月
1
日
か
ら
販
売
を
し
て

い
ま
す
。

★ 

今
年
度
の
所
得

申
告
が
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、

申
告
を
し
て
か

ら
申
請
で
す
。

※
子
育
て
世
帯
の
購
入
引
換
券
は
、

９
月
末
に
お
届
け
い
た
し
ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

伊
仙
町
役
場　

子
育
て
支
援
課

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
担
当

　

T
E
L

：

8
6-

3
1
1
1
（
内
線
55
）

■
２
万
円
で
２
万
５
千
円
分
の
商
品
券

が
購
入
で
き
ま
す
。

■
対
象

　

非
課
税
の
世
帯
と
子
育
て
世
帯
３
歳

半
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
分

■
申
請
期
間

　

令
和
元
年
９
月
２
日（
月
）〜

　

令
和
元
年
12
月
25
日（
水
）

お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

伊
仙
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

購
入
引
き
換
え
券
申
請　

  

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
（
国
の
事
業
）

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
⃝
未
来
創
生
課

　
⃝
子
育
て
支
援
課

■
移
住
支
援
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　

伊
仙
町
役
場　

未
来
創
生
課

　

T
E
L

：

8
6-

3
1
1
1
（
内
線
23
）

　

鹿
児
島
県
大
島
郡
伊
仙
町
伊
仙
１
８
４
２

移
住
支
援
金
の
申
請
を
予
定
さ
れ
て
い
る

東
京
圏
か
ら
移
住
さ
れ
た
方
へ

　

移
住
支
援
金
を
申
請
さ
れ
る
方
は
す
ぐ
に

伊
仙
町
未
来
創
生
課 

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
予
算
管
理
等
の
都
合
上
、
住
民
登
録
時
点

で
申
請
見
込
み
の
方
を
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

移
住
支
援
金
の
申
請
を
予
定
さ
れ
て
い
る

方
は
、転
入
後
速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

世
帯
１
０
０
万
円
、
単
身
60
万
円

※
起
業
の
場
合
最
大
３
０
０
万
円

移
住
支
援
金
の
対
象

　

次
の
①
②
い
ず
れ
も
該
当
す
る
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

①
次
の
い
ず
れ
か
の
方

● 

直
近
５
年
以
上
東
京
23
区
の
在
住
者

● 

直
近
５
年
以
上
、
東
京
圏
※ 1（
条
件
不

利
地
域
※ 2
を
除
く
）
に
在
住
し
、
か
つ

東
京
23
区
に
通
勤
※ 3
し
て
い
た
方

②
移
住
支
援
事
業
を
実
施
す
る
都
道
府
県
が
、

マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
に
移
住
支
援
金
の

対
象
と
し
て
掲
載
す
る
求
人
に
新
規
就
業

し
た
方
又
は
鹿
児
島
県
の
事
業
に
よ
る

起
業
支
援
金
の
交
付
決
定
を
受
け
た
方

※
１ 

東
京
圏

　

東
京
都
、埼
玉
県
、千
葉
県
、神
奈
川
県　

※
２ 

条
件
不
利
地
域

　
H
P
で
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。

※
３
通
勤

　

雇
用
者
と
し
て
の
通
勤
は
、
雇
用
保
険

の
被
保
険
者
と
し
て
の
通
勤
に
限
る
。

▼
移
住
支
援
金
の
詳
細
は
H
P
で
ご
案
内

し
て
お
り
ま
す

（h
ttp

://w
w

w
.to

w
n

.ise
n

.
kagoshim

a.jp

）
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各課からみなさまへ。暮らしに役立つお知らせです。

令
和
２
年
度
「
裁
判
員
候
補
者
」「
検
察

審
査
員
候
補
者
」に
選
ば
れ
た
方
へ

　

そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
は
、
選
挙
権
を
有
す

る
県
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
定
さ
れ
ま
す

（
た
だ
し
、
20
歳
未
満
を
除
く
）。
選
定
さ
れ
た

候
補
者
の
方
へ
は
、
11
月
中
旬
頃
に
「
裁
判

員
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら
せ
」
又

は
「
検
察
審
査
員
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載
の

お
知
ら
せ
」
が
届
き
ま
す
。

　

国
民
が
司
法
に
参
加
す
る
二
つ
の
制
度
で

す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
な
お
、
分
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
問
い
合
わ
せ
先
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

裁
判
員

　

鹿
児
島
地
方
裁
判
所
刑
事
部　

裁
判
員
係

　

T
E
L

：

0
9
9-

2
2
2-

7
1
5
7

　

検
察
審
査
員

　

鹿
児
島
検
察
審
査
会
事
務
局

　

T
E
L

：

0
9
9-

8
0
8-

3
7
1
9

　
⃝
選
挙
管
理
委
員
会

　
⃝
経
済
課

伊
仙
町
有
機
物
供
給
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者
の
公
募
に
つ
い
て

　

本
町
で
は
、
伊
仙
町
有
機
物
供
給
セ
ン

タ
ー（
液
肥
セ
ン
タ
ー
）の
管
理
・
委
託
業
務
を

行
う
指
定
管
理
者
の
指
定
に
向
け
、
左
記
の

要
領
で
候
補
者
を
公
募
し
ま
す
。

① 

対
象
施
設

名
称

伊
仙
町
有
機
物
供
給
セ
ン
タ
ー

（
液
肥
セ
ン
タ
ー
）

所
在
地

鹿
児
島
県
大
島
郡
伊
仙
町

大
字
目
手
久
字
野
崎
亦
１
５
１
２
番
地
２

■
応
募
書
類
提
出
先
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
8
9
1-

8
2
9
3

　

鹿
児
島
県
大
島
郡
伊
仙
町
伊
仙
１
８
４
２

　

伊
仙
町
役
場　

経
済
課
農
政
係

　

T
E
L

：

8
6-

3
1
1
1
（
内
線
99
）

　

F
A
X

：

8
6-

2
3
0
1

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

keizai01@
tow

n.isen.kagoshim
a.jp

■
お
問
い
合
わ
せ

　

伊
仙
町
役
場　

き
ゅ
ら
ま
ち
観
光
課

　

T
E
L

：

8
6-

3
1
1
1
（
内
線
71
）

　

徳
之
島
愛
ラ
ン
ド
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

T
E
L

：

8
1-

7
1
8
0

ご
み
袋
の
名
前
記
入
に
つ
い
て

〇
一
般
家
庭
ご
み
を
廃
棄
す
る
際
に
、
指
定

ご
み
袋
に
必
ず
名
前
を
記
載
し
ま
し
ょ
う
。

（
※
名
前
を
書
く
意
味
と
し
て
、
自
身
の

ご
み
に
責
任
を
も
っ
て
も
ら
う
事
と
同
時
に

ご
み
処
理
を
依
頼
す
る
と
い
う
観
点
か
ら

必
ず
書
き
ま
し
ょ
う
）

〇
ご
み
の
分
別
を
き
ち
ん
と
し
ま
し
ょ
う
。

（
※
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
の
清
掃
や
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
清
掃
時
で
も
お
願
い
し
ま
す
）

〇
ご
み
収
集
日
以
外
や
他
地
域
の
集
積
所
へ

持
っ
て
行
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
※
場
所
に
よ
っ
て
は
、集
積
所
が
小
さ
く

溢
れ
出
て
し
ま
い
、
カ
ラ
ス
や
猫
に
荒
ら

さ
れ
、
集
積
所
周
辺
の
方
々
に
迷
惑
が
か

か
り
ま
す
）

名
前
を
書
い
て
、ご
み
を
出
し
て
く
だ
さ
い

　
⃝
き
ゅ
ら
ま
ち
観
光
課

② 

指
定
期
間

令
和
２
年
４
月
１
日
〜

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で（
５
年
間
）

③ 

募
集
要
項
の
配
布
期
間

令
和
元
年

11
月
20
日
（
水
）～
11
月
29
日（
金
）ま
で

④ 

申
請
書
等
の
受
付
期
間

令
和
元
年

12
月
17
日
（
火
）～
12
月
23
日（
月
）ま
で

⑤ 

申
請
の
資
格

⑴ 

法
人
又
は
、
そ
の
他
の
団
体
（
以
下

「
団
体
」と
い
う
。
以
下
同
じ
）で
あ
る

こ
と
。

⑵ 

こ
の
施
設
を
健
全
に
管
理
・
運
営
で

き
る
団
体
で
あ
る
こ
と
。

⑶ 

廃
棄
物
処
理
施
設
技
術
管
理
者（
し
尿

処
理
施
設
）等
、
こ
の
施
設
の
管
理
・

運
営
に
対
し
て
必
要
な
資
格
保
持
者

を
有
す
る
団
体
で
あ
る
こ
と
。

⑷ 

業
務
を
円
滑
に
遂
行
し
、
安
定
的
か
つ

健
全
な
財
務
能
力
を
有
す
る
団
体
で

あ
る
こ
と
。

⑸ 

町
内
に
事
業
所
を
置
く
こ
と
の
で
き
る

団
体
で
あ
る
こ
と
。

⑹ 

町
税
等
の
滞
納
が
な
い
団
体
で
あ
る

こ
と
。

　

そ
の
他
詳
細
は
、　
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

令
和
元
年
度　
伊
仙
町
産
業
祭
・

食
の
文
化
祭
の
開
催
に
つ
い
て

　

各
種
表
彰
や
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
満
載
で
す
。

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

《 

ホ
ー
ル
内 

》　
９
時
〜

● 

各
種
表
彰
式

①
畜
産
関
係

②
さ
と
う
き
び
関
係

③
商
工
会
関
係

④
徳
之
島
の
夢
あ
る
絵
画

⑤
８
０
２
０
運
動
等
そ
の
他
表
彰

● 

徳
之
島
高
校
総
合
学
科
意
見
発
表

● 

食
育
講
演

● 

お
楽
し
み
抽
選
会

 （
豪
華
景
品
を
取
り
そ
ろ
え
て
あ
り
ま
す
）

《 

屋
外 

》　
10
時
〜

● 

赤
ち
ゃ
ん

　

ハ
イ
ハ
イ
レ
ー
ス　

● 

三
輪
車
競
争

● 

綱
引
き             

● 

出
店（
多
様
な
品
物
が
あ
り
ま
す
）

● 
キ
ビ
コ
ン
テ
ス
ト
（
重
量
・
長
さ
各
部
門
）

ご
自
慢
の
さ
と
う
き
び
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。入
賞
す
る
と
景
品
も
あ
り
ま
す
よ
！

■
お
問
い
合
わ
せ

　

伊
仙
町
役
場　

経
済
課

　

T
E
L

：

8
6-

3
1
1
1
（
内
線
99
）

■
日
時

　
11
月
23
日（
土
）

  

勤
労
感
謝
の
日

　

９
時
〜

■
場
所

　

ほ
ー
ら
い
館
・
百
菜
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伊仙町役場 未来創生課  TEL：0997-86-3111（内線 23）お問い合わせ

開 催 趣 旨

伊仙町産業祭・食の文化祭と同時開催

　2020年東京オリンピック・パラリンピック大会の成功に向け、伊仙町は闘牛の繋がりをベースに、
ボスニア・ヘルツェゴビナと「ホストタウン」登録に至りました。今年度は、ボスニアからの闘牛関係
者、在日大使の招聘、そしてボスニアの文化、スポーツ交流の取組を実施してきている NPO Little 
Bridge との協働を通じ、2020年東京オリンピック・パラリンピック大会を超えた、末永い交流を実現
することを目指しています。
　「徳之島インターナショナル DAY」では、ホストタウンであるボスニア・ヘルツェゴビナの紹介と共に、
これまでに子供たちの派遣を行ったニュージーランド、今年派遣予定のフィリピンの事業内容や文化
紹介、そして面縄中学校を卒業し、現在ハワイ大学在学中で、大学院では徳之島の伝統文化を研究する
予定の餅田さんをハワイから繋ぎ、島で感じたこと、ハワイ大学を目指した理由、海外から見る徳之島
などを報告してもらう予定です。
　この機会に徳之島で海外に触れてみませんか？

徳之島

インターナショナル
DAY

インターナショナル
DAY

インターナショナル
DAY

●オリンピック・　
パラリンピック

●闘牛文化

●スポーツ交流

ボスニア・
ヘルツェゴビナ

●2019年度派遣
プロジェクト 

●地域課題

●食文化

フィリピン

●ハワイ大学

●文化・自然

ハワイ

●教育制度

●2018年度小中
学生派遣事業

ニュージー
ランド

11月23日土 場所：徳之島交流広場「ほーらい館」
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つくってみよう！ マイナンバーカード

0120-95-0
マ

1
イ

7
ナ ン

8
バ ー

4 つの申請方法の手順

お問い合わせ

交付申請書がない場合
専用サイトから交付申請書が
ダウンロードできます。
プリントアウトしてお使いくだ
さい。

マイナンバーカード 郵便

マイナンバー総合
フリーダイヤル

通知カード、マイナンバーカード

050-3818-1250
その他のお問合せ

050-3816-9405

平　日：9時30分〜20時00分
土日祝：9時30分〜17時30分

（年末年始を除く）

■一部のIP電話等で上記ダイヤルに繋がらない場合

マイナンバーカードとは …
申請して、取得できる顔写真付きのプラスチック製のカード。
マイナンバーの他に、 氏名・住所・生年月日・性別が記載
されています。

おもて面は顔写真付き
なので、なりすましがで
きません。対面での身
分証明書に。

《おもて面》 《うら面》
うら面はICチップ付
き。あなたを証明する
情報が入っています。税
や年金等の情報は入っ
ていません。オンライン
での身分証明書に。

対面（おもて面）でもオンライン（うら面）

でも使える公的な身分証明書

オンラインでの身分証明書として、 マイナンバーカードを使うためには、 IC チップに「電子
証明書」を搭載する必要があります。パスワードの設定が必要なので、カードの申請時また
は受け取り時に、お住まいの市区町村で設定してください。

あなたに
ピッタリの
申請方法が
わかる♪

POINT!

マイナンバーカードの
申請方法はこちら

スマートフォン

❶スマホで顔写真
を撮影

❷スマホで交付申
請書の QRコー
ドを読み取る

❸申請用 WEB サイトで メールア
ドレスを登録

❹申請者専用 WEB サイトのURL 
が届いたら、 顔写真を登録、必
要事項を入力して申請完了

パソコン

❶カメラで顔写真
を撮影

❷申請用 WEB サイ
トでメールアド
レスを登録

❸申請者専用 WEB
サイトの URL が
届いたら、顔写
真を登録、必要
事項を入力して
申請完了。

郵便

❶ 交 付 申 請 書 に
必要事項を記入
し、6ヶ月以内に
撮影した顔写真
を貼り付けて郵
送し、申請完了。

証明用写真機

❶タッチパネルから 「個
人番号カード申請」 を
選択。

❷撮影用の料金を投入し
て、交付申請書のQR
コードをバーコード
リーダーにかざす。

❸画面の案内にしたがっ
て、必要事項を入力し、
顔写真を撮影して送信
し、申請完了。

交付申請書
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人口の動き
（2019 年 9 月末日現在）
※総人口は、外国人含む。

総人口 6,632 人

男 3,367 人

女 3,265 人

世帯数 3,472 世帯

出生 7 人

死亡 8 人

転入 14 人

転出 16 人

戸
籍
の
窓

わが町のアイドル募集！
町のみなさんにわが家のかわいい子供の笑顔を届けてみませんか？
毎月10日までに住所・氏名・お子さんのお名前（ふりがな）・年齢・電話番号・
簡単なPR文を添えて、写真を未来創生課広報係までお持ちください。

伊仙町役場  未来創生課 TEL 86-3111（内線 27）お問い合わせ

益
ますおか

岡 芽
め い

生ちゃん（5歳）

益
ますおか

岡 凜
り お

生くん（3歳）

しっかり者のお姉ちゃんと
甘えん坊の弟。

これからもたくさん笑って、
すくすく成長してね。

伊 仙 町 商 工 会 の 窓

福留果樹園
有機栽培から生まれた

「生ショウガドリンク」
寒い季節に飲めば体もポカポカ。
お歳暮にもピッタリ。
ご注文承ります。

T E L 0997-86-3074


